
音楽室で開催された亀
工房「ハンマーダルシ
マー」のライブ

中津さくらまつりでの
ライブ

中津ミュージックキャ
ンプ

旧中津小学校、バックにシンボルの明神山が望める

廃校になった
校舎に歌声が
ひびく

「大人の音楽学校」で
地域が元気！

久万高原町公民館　中津分館　主事　稲田 稔久 （久万高原町）

特集 ❺

久
万
高
原
町
の
中
津
地
区

　

旧
柳
谷
村
の
中
津
地
区
は
、
松
山
か
ら
国
道
33

号
を
行
く
と
高
知
と
の
県
境
に
あ
り
、
７
つ
の
自

治
会
で
編
成
さ
れ
る
世
帯
数
約
１
３
０
戸
・
人
口

約
２
６
０
人
の
地
区
で
す
。

　

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
中
津
明
神
山
（
１
５
４
１
ｍ
）

の
比
較
的
傾
斜
が
緩
や
か
な
麓
に
、
古
く
か
ら

人
々
が
住
ん
だ
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
ま
で
は
久

し
く
人
が
住
む
「
久く

主ず

村
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

　

南
に
向
か
っ
て
開
け
た
棚
田
は
美
し
く
、
そ
の

中
心
に
久
万
高
原
町
公
民
館
中
津
分
館
施
設
と

な
っ
た
旧
中
津
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　

高
知
と
の
交
流
も
あ
る
せ
い
か
人
々
は
陽
気

で
、
何
か
に
つ
け
て
結
束
力
の
強
い
気
質
が
あ
り
、

公
民
館
を
中
心
に
活
動
も
活
発
で
、
柳
谷
壮
年
会

と
一
緒
に
な
っ
た
目
標
５
万
本
の
山
桜
植
樹
「
桜

の
里
づ
く
り
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
樹

齢
２
３
０
年
の
「
西
村
大
師
堂
の
し
だ
れ
桜
」
を
中

心
に
開
催
さ
れ
る
「
中
津
さ
く
ら
ま
つ
り
」
に
は
、

期
間
中
延
べ
約
６
０
０
０
人
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

旧
中
津
小
学
校

　

旧
中
津
小
学
校
の
校
舎
は
、
平
成
元
年
に
地
域

の
願
い
を
込
め
て
木
造
で
建
築
さ
れ
、
幼
稚
園
も

併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
み
児
童
・
園
児

数
が
予
想
よ
り
も
急
激
に
減
少
し
て
、
平
成
13
年

３
月
つ
い
に
閉
校
。
学
校
創
設
か
ら
１
１
６
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

旧
中
津
小
学
校
活
用
の
模
索

　

閉
校
以
来
、
地
区
の
中
心
に
あ
る
学
校
施
設
の

活
用
方
法
は
な
い
か
と
、
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の

転
換
な
ど
が
模
索
さ
れ
ま
し
た
が
、
施
設
の
改
修

や
運
営
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
結
局
は
年
数
回
の

地
域
行
事
で
の
使
用
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
が
比
較
的
新
し
い
木
造
２
階
建
て

で
、
体
育
館
・
プ
ー
ル
も
敷

地
内
に
あ
り
、
住
民
の
文
化

活
動
も
盛
ん
で
色
ん
な
こ
と

に
協
力
的
な
ど
、
こ
れ
ら
の

特
色
を
活
か
し
て
改
修
経
費

や
運
営
費
を
か
け
な
い
で
、

し
か
も
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
は
な
い
か
？

大
人
の
音
楽
学
校

　
　

 

と
し
て
活
用

　

世
代
は
「
音
楽
」
で
つ
な
が

り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
音
楽
」

と
い
う
考
え
の
下
、

○ 

地
域
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

自
然
・
歴
史
・
文
化
を
活

か
す
。

○ 

木
造
校
舎
が
も
つ
音
響
効

果

廃校舎の活用
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地域の遊休施設を活用した
まちづくり特 集

ン
や
そ
の
家
族
が
訪
れ
、
１
泊
２
日
の
日
程
で
ラ

イ
ブ
や
音
楽
創
作
、
ス
タ
ジ
オ
録
音
、
夏
に
は
プ
ー

ル
遊
び
や
地
域
探
訪
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
方
と

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
は
春
・
夏

の
開
催
で
こ
の
夏
に
は
10
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
中
津
地
区
は
愛
媛
県
の
「
元
気

な
集
落
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。

　

地
域
資
源
や
地
域
活
動
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

公
民
館
に
は
新
た
に
「
大
人
の
音
楽
学
校
」「
田
ん

ぼ
の
学
校
」「
食
の
文
化
」
活
動
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

活
動
を
伝
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
つ
な
が
り
な
が
ら
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
整
備
で
は
、
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、
郷
土
出
身
の
彫
刻
家
の
展
示
室

や
手
作
り
で
石
窯
も
で
き
ま
し
た
。

　

放
送
室
は
本
格
的
に
デ
ジ
タ
ル
録
音
で
き
る
施

設
設
備
の
整
備
を
行
い
「
中
津
ソ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ

オ
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
の
音
楽
室
は
ス
テ
ー
ジ
や
ピ
ア
ノ
、

音
響
設
備
な
ど
が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
の
ほ
か
、

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
招
い
て
の
音
楽
会
、

秋
の
芋
た
き
音
楽
会
、
冬
の
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会

な
ど
四
季
を
通
し
て
活
用
さ
れ
る
一
方
で
、
メ
ン

バ
ー
は
学
校
内
だ
け
で
な
く
、
町
・
県
内
外
に
出

か
け
て
行
く
出
前
演
奏
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
地
域
住
民
の
活
動
は
よ
り
活
発

と
な
り
、
つ
な
が
り
は
深
ま
っ
て
一
昨
年
か
ら
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
「
結
い
音
楽
祭
」
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

「結い音楽祭2012」には1300人が来場した（やなだにさんさんドーム）

スタジオ内

○
放
送
室
を
録
音
ス
タ
ジ
オ
に

○ 

多
目
的
ホ
ー
ル
と
音
楽
室
を
使
っ
て
ラ
イ
ブ
ス

テ
ー
ジ

○ 
大
き
な
公
演
は
体
育
館
ま
た
近
く
の
「
さ
ん
さ

ん
ド
ー
ム
」
で

○
隣
接
の
公
民
館
施
設
も
活
用

○
夏
場
は
リ
ゾ
ー
ト
プ
ー
ル

と
い
う
形
で
、「
大
人
の
音
楽
学
校
」
と
し
て
活
用

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

中
津
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
と

　
　

 

結
い
音
楽
祭

　

平
成
21
年
春
に
地
元
音
楽
愛
好
者
に
よ
る
「
中

津
さ
く
ら
宵
ま
つ
り
音
楽
会
」
を
開
催
し
て
、
木
造

の
校
舎
や
音
楽
室
が
も
つ
雰
囲
気
の
中
、
音
楽
を

地
域
み
ん
な
で
楽
し
め
た
こ
と
が
、「
大
人
の
音
楽

学
校
」
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
松
山
市
で
ス
タ
ジ
オ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
（
オ
ウ
ル
）

を
経
営
す
る
髙

橋
孝
雄
さ
ん
を

新
聞
で
知
り
、
公

民
館
と
一
緒
に

な
っ
て
「
中
津

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

キ
ャ
ン
プ
」
を
や

ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ン
プ
に

は
、
県
内
外
か

ら
ア
マ
チ
ュ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

課
題
と
今
後
の
展
望

　

大
人
の
音
楽
学
校
の
課
題
と
し
て
は
、
活
用
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
施
設
の
受
付
案
内
・
管
理
・
運
営

を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が
出
て
き
て
お

り
、
公
民
館
の
枠
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

反
対
に
、
も
っ
と
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
使
っ
て
情
報
発

信
し
、
音
楽
に
関
心
の
あ
る
方
と
の
交
流
を
深
め
、

更
な
る
活
用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

限
界
集
落
と
い
わ
れ
る
地
域
で
、
廃
校
を
生
か

し
た
「
大
人
の
音
楽
学
校
」
活
動
は
、
産
み
の
苦
し

み
を
経
て
、
い
ま
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
も
う
と
し

て
い
ま
す
。
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